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令和 5 年度 事業報告 

（令和 5年４月１日から令和 6年 3月 31日まで） 

 
令和５年中における十日町警察署管内の交通事故発生状況は、発生件数４２件(前年比＋２件)、死者

数０人(前年比－１人)、傷者数４９人(前年比＋４人)でした。 

前年と比べ、発生件数と傷者数はわずかに増加しましたが、この統計が始まって以来、年間死亡事故

ゼロを達成することができました。 

実際に活動に携わる役員の方々のご尽力のお陰で、念願の死亡事故ゼロを達成できたものと感謝して

おります。 

下記のとおり、令和５年度に取り組んだ各事業について、ご報告します。 

 

１．交通安全活動事業 （公益事業１） 

地域住民の交通安全思想の向上と交通事故防止に努め、交通の安全と円滑の確保に寄与するという当

協会の目的を達成するため、次の事業を積極的に推進した。 

 

（１）交通安全に関する広報啓発事業 

地域住民に交通ルールとマナーを再認識していただき、交通安全意識の高揚と交通事故防止を図る

ため、交通安全の広報啓発を実施した。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

①交通安全運動の効果 

的な推進 

 

 

 

各運動期間中､管内全域で交通安全のぼり旗の掲出・街頭指導・広報車による

広報活動・交通指導所の開設を実施。 

１．全国運動の推進 

 ①春の全国交通安全運動(5/11～5/20) 

 ○広報用リーフレット全世帯回覧 

 ○5/11春の全国交通安全運動記念表彰式 

 ○期間中、各地域において交通指導所を開設(川西地区・中里支部・下条支部) 

 ②秋の全国交通安全運動(9/21～9/30) 

 ○広報用リーフレット全世帯回覧 

 ○9/21付 秋の全国交通安全運動記念表彰式(10/14に実施) 

 〇期間中、各地域において交通指導所や行事を実施 

  ・9/21交通指導所 中里支部・川西各支部 

  ・9/22津南町保育園の安全指導 津南町女性部 

  ・9/23サポカー体験会 郡市交対協 

  ・9/25甲冑武士と松代保育園児の合同交通指導所 松代支部 

  ・9/27松之山保育園児参加の交通指導所 松之山支部 

③交通事故死ゼロを目指す日（5/10、9/30） 

○5/11 事故死ゼロを願い、穴の開いたパン(ベーグル 100個)等を配布する指

導所開設(川西各支部) 
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○8/1 事故死ゼロを願い、ライオンズクラブと交通標語入りトイレットペー

パーとチラシ(各 300)を配布する指導所開設 

２．県民運動の推進 

①新入学(園)児を守る交通安全週間(4/6～4/12) 

②夏の交通事故防止運動（7/22～7/31） 

○各地区で交通指導所開設（川西各支部、中里支部、津南各支部） 

③冬の交通事故防止運動(12/11～12/20) 

   ○ 12/14飲酒運転根絶活動出発式の実施 

飲酒運転の根絶を推進するため「飲酒運転ゆるしません」ステッカーを 

作成、ステッカーにデザインされている十日町市・津南町のゆるキャラも 

参加し、出発式を実施。出発式後はコンビニ等に啓発活動へ出発した。 

   ○管内各支部においては飲食店等を訪問しこのステッカーを配布した。 

④横断歩行者を守る交通事故防止運動(3/1～3/10) 

  3/1津南小学校前で安全横断の指導を行った。 

⑤いきいきクラブチャレンジ 100 

  ○県の推進する、５人の高齢者がグループを作り、100 日間の無事故・無

違反に挑戦する活動に 469 チーム 2,345人が参加した。（県内最多参加数） 

 ○無事故達成チームを讃えるため、当協会長賞の抽選会を行い、３月の支

部長会議で表彰した。 

⑥安全運転・チャレンジ 100 

   免許を持つ 5 人１組がチームを作り、無事故無違反を継続する活動につい 

て会員及び安管事業所に参加を要請した。 

⑦高齢者交通事故防止運動（10月） 

  ○ 10/14越後妻有文化ホール段十ろうで「交通安全大会」を開催 

交通講話、県警音楽隊とTSUNEIさんのアトラクションで楽しく事故 

防止を学んだ。いきいきクラブチャレンジ 100メンバーを中心に 465名 

が参加。参加者に反射靴シールを貼付した。 

３．十日町署管内の運動 

① 交通死亡事故発生時の対策 

 ○令和６年２月役員だよりやセーフティメールで役員と安管事業所に事故 

発生を速報 

 ○2/28津南町下船渡支部では交通死亡事故発生周辺の家庭訪問を実施。反 

射タスキの活用促進願いや反射靴シールの貼付を行った。 

② 交通安全家庭の日活動（毎月 10日） 

○支部広報車による家庭の日広報活動実施  

○水沢・中里地域で朝の立哨活動を実施 

②広報資料等による広 

報活動 

 

○ 交通事故統計「令和 5年中十日町市・津南町の交通事故」発行(8,400 部) 

 ○ 県交通安全カレンダー(347部) 

 〇 県安協発行「交通安全だより」全世帯回覧（年 2 回 3,200部） 
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〇 役員だより(6回発行 支部長等へ FAX・Eメールで配信) 

○ 会員用簡易事業報告、決算書(23,500部) 

○ 交通安全協会活動協力願い文書(23,000部) 

○ 交通安全標語シール付きゴミ袋(23,000組) 

 ○ 反射付き新入学児童ランドセルカバー(410 枚・ＪＡ共済寄贈分) 

 ○ 新入学児童用黄色の反射傘（114本） 

 ○ 飲酒運転ゆるしませんステッカー（850枚） 

 ○ 標語入り除菌ティッシュ「交通安全五則」(1,500 個) 

 ○ 高齢者マーク(寄贈分 45 組) 

 ○ 免許証ケース(4,230枚) 

〇 関係機関発行の「交通安全ポスター」「チラシ」等の配布・掲示（300部） 

③その他広報活動の推 

 進 

 

１．広報媒体による広報 

 ○ 県内紙、地元紙４社に活動状況掲載 

 ○「ＦМとおかまち」を利用した交通安全広報 

・毎週月曜日から金曜日に道路交通情報番組を提供。東京オリンピック出

場の服部勇馬選手のCMを放送 

・児童の「ボクとワタシの交通安全宣言」放送 

管内の小学校（川治小）の協力を得て、交通安全運動期間中の朝放送 

・パーソナリティの取材を受け、ラジオ番組内で協会活動の取組等を広報 

２．公共交通機関を利用した広報 

 ○バスマスクによる交通安全運動の広報活動(越後交通・南越後観光バス・東 

頚バス) 

3．広報車を利用した広報 

○支部保有の広報車(吉田・水沢)及び事務局保有の広報車、津南町の広報車に

よる広報活動を実施 

4．広報掲示板等を利用した広報 

 ○ 町内や支部作成の掲示板、公民館・集会所で交通安全ポスターを掲出 

 ○ 交通センター講習室や庁舎で、交通安全ポスターを掲出 

 ○ 待合室にデジタルサイネージ(電子掲示板)を設置、活動写真や交通関係広

報チラシ、動画を放映 

５．屋上看板による広報 

 ○ 各季運動に応じた看板に入替え、広報を実施 

６．ホームページによる広報と情報公開 

 ○ 協会の継続的活動と最新の活動を紹介 

  ○ ホームページをスマホ対応版に改修 

 ○ 最新の事故状況資料等を掲載 

 ○ 免許業務等に関する情報の掲載 

 ○ 事業報告等の情報開示 
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（２）交通安全教育事業 

項 目 実 施 概 要 

①支部･部会活動の 

積極的な推進 

 

１．支部活動 

 ○ 車両会費の集金作業実施 

  ・「協会活動協力のお願い」を全世帯に配布、会員の理解を要請 

・支部活動費を配分し、効果的な活動を推進 

・一部の支部では集金作業の省力化について意見募集と検討を実施 

〇 交通安全講習会の開催 

会場設営、資料準備、受講記念品の配布による受講促進対策の実施。 

受講者の靴に役員等が反射シールを貼り付ける「ホタルキラキラキャンペー 

ン」をすべての会場で実施 

 ○ いきいきクラブ・チャレンジ 100の参加募集及び各種資料配布等協力 

○ 優良優秀運転者・交通安全功労者表彰の上申、表彰状及び副賞の伝達 

○ のぼり旗、横断旗、カーブミラー等安全施設･器具の設置、整備、点検を実施 

○ 路面直接貼付型「ゆるキャラとまれシール」及び、「黄色あぶないとまれシ

ール」による一時停止箇所の強調活動(計 1,500枚) 

○ 交差点街頭立哨広報活動(各季交通安全運動時全支部実施)  

 ○ 広報車による広報活動(吉田支部・水沢支部) 

 ○ 自転車教室の協力 

  ○ シニアカー講習の開催 

  ○ 支部主催のゲートボール大会の開催 

○ 各地域における街頭指導所活動・飲食店訪問活動 

○ 地域の交通安全施設の要望具申(横断歩道標示、カーブミラー設置、交通規

制の変更、信号機の新設、道路改良など) 

〇 小学 1 年生へ交通安全用品の寄贈活動 

２．旧町村区域を単位とした地区統括活動 

川西､中里、松代及び松之山の旧町村区域並びに津南町を単位とした積極

的な活動を推進するため、各区域に地区統括副会長を配置するとともに、地

区単位ごとに活動費を配分した。 

３．女性部活動 

 ○ 広報車による広報と交通指導所、街頭立哨活動 

 ○ 保育園の交通安全指導 

 ○ 交通安全花壇の造成 

○ その他各女性部独自の活動  

４．二輪車部会活動 

○ 原付法定講習の実施(4回実施 65名受講) 

○ 高校生対象二輪車安全運転指導（10/4松代高校） 

②安全運転管理者に

対する諸対策の推進 

１．安全運転実践運動の実施（10/１～11/30） 

 ○モデル事業所の指定（15 事業所） 
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   10/2モデル事業所の代表として㈱宇都宮製作所十日町工場にて出発式を開催 

 ○「模範運転で安管事故ゼロを目指します！」ポスターの作成・配布(400 枚) 

 ○ 交差点街頭立哨活動 9 月、10月、11月各１回実施 

 ○ 新規に安全運転管理者を選任した事業所等を訪問し、安全運転管理指導を

実施 

２．ＪＡ十日町と連携した交通指導所の開設（5/25） 

  ＪＡ十日町職員及び JA グループ企業 110 人と部会役員が協力し、ＪＡ本店

前 

において通過車両に十日町産の「死亡（脂肪）ゼロ」きのこを 300 個配布し、 

安全運転の協力を要請した。 

３．飲酒運転根絶活動の実施 

 ○「アルコール検知器でチェック☑みんなでなくそう飲酒運転」卓上ミニのぼ

り旗を全事業所に配布しアルコール検知器義務化を広報した。 

4．その他管理業務向上の活動 

 ○安全運転管理者適性検査の受検(部会役員・班長対象) 

 ○セーフティメールの発行 

  全事業所に定期発行及び緊急発行(重大事故発生時など)し、パソコンメール

やＦＡＸで配信した。(15 回） 

 ○交通事故統計・のぼり旗の配布（全事業所・3 月配布） 

○エフエムラジオを利用した広報活動 

交通安全協会と共同で道路情報番組を提供(月～金 朝放送) 

5．安全運転講習会の実施 

  警察署と連携し、各班や事業所に対する安全運転講習会を実施(5回 695 人）  

DVD を活用した社内講習が増加した。 

6．未選任事業所の選任促進活動 

③運転者に対する安

全運転教育の推進 

 

１. 交通安全講習会の開催 

地域の交通情勢と道路交通法の改正や交通のルールとマナーを学習する講習 

会を開催。講師は十日町署交通課長等、事務局職員が交通安全映画を上映。 

 19回 797名 

開催支部 開催日 会      場 講 師 受講者数 

十日町 新座支部 6/20 新座コミュニティセンター 交通係長 47 

津南 外丸支部 6/23 辰ノ口公民館 交通課長 40 

津南 下船渡支部 6/28 津南町文化センター 交通課長 71 

十日町 飛渡支部 7/3 飛渡第一小学校 交通課長 40 

十日町 下条支部 7/6 下条公民館 交通課長 40 

津南 上郷支部 7/12 上郷小学校 交通課長 41 

津南 芦ヶ崎支部 7/13 谷内集落センター 交通課長 43 
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２．更新来訪者へ資料配布 

 ○更新来訪者及び会議参集者へ一口講習として資料配布(6,000部) 

内容は地域の交通事故発生状況、管内交通情報、地区および県で取り組んで 

いる交通安全運動等掲載。 

３.講習用器材の保守・整備 

○交通安全映画ＤＶＤの購入 

「桂宮治と一緒に考える高齢者おでかけ時の交通安全」 

津南 中津支部 7/18 船山公民館 交通課長 42 

十日町 大井田支部 7/19 大井田コミュニティセンター 交通係長 28 

十日町 吉田支部 7/20 吉田ふれあいスポーツセンター 交通課長 23 

十日町 中里支部 7/21 中里支所 交通課長 26 

十日町 南部支部 7/24 段十ろう 交通係長 65 

十日町 上野支部 7/25 上野コミュニティセンター 交通課長 51 

十日町 仙田支部 7/25 仙田体験交流館 交通課長 30 

十日町 川治南支部 7/26 十日町交通センター 交通課長 43 

十日町 千手支部 7/27 千手中央コミュニティセンター 交通係長 42 

十日町 中条支部 9/27 中条小学校 交通係長 74 

十日町 六箇支部 9/19 羽根川荘 交通課長 26 

十日町 川治北支部 9/22 十日町交通センター 交通課長 25 

④交通弱者に対する

交通安全教育の推進 

１． 高齢者に対する交通安全教育の推進 

 ○5/28管内交通安全ゲートボール大会 (於 水沢運動公園) 

 ○5/8シニアカー講習(吉田支部・吉田ふれあいスポーツセンター) 

 ○6/12シニアカー講習(中里支部・中里商工会駐車場) 

 ○6/16水沢地域高齢者交通安全大会(水沢支部・水沢公民館) 

 ○6/19七和会交通安全講習会(新座老人クラブ・七和防災センター) 

 ○9/23サポカー講習会(郡市交対協・自動車学校コース) 

 ○2/18吉田支部交通安全ゲートボール大会(吉田ふれあいスポーツセンター) 

 ○3/8倉俣地区老人クラブ交通安全講習会(中里支部) 

２．子どもに対する交通安全教育の推進 

 ○交通安全フェアの開催(自動車整備協会と合同・越後交流館キナーレ) 

  10/21よいこの交通安全約束免許証、白バイ・パトカーと記念撮影、交通安

全映画の上映、反射材の紹介販売、飲酒運転ゴーグル体験、など楽しみながら

学べる交通安全の体験を実施 

 ○小学生の社会科学習の協力 

  11/8交通センター庁舎見学に対応、安全教育とよい子の免許証の発行 

⑤運転免許証返納制

度に対する支援 

○運転者の免許証の自主返納者に対する支援事業として、身分証明となる「運 

転記録証明書」の写真代や郵送料等を助成した。経歴証明書交付数 59 件 
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（３）交通安全に関する街頭指導事業 

 歩行者、自動車運転者等に対する通行方法の指導・見守り及び安全施設の設置や改善要望等を行った。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

①街頭指導 ○交通安全運動期間中の通学路等における指導・見守り活動 

○交通指導所の開設 

各季交通安全運動において実施した。 

②安全施設の設置 ○交通安全のぼり旗の掲出(新規購入 380 枚) 

○路面直接貼付型「イラスト入りとまれマーク」「黄色とまれシール」(1500枚) 

○横断歩道横断旗の点検整備 

○子供飛び出し注意看板の掲出 

○既存カーブミラーの保守・管理、新規購入設置 

③関係機関へ要望 ○県地域振興局及び十日町市にのぼり旗設置許可申請  38箇所 354本 

 

（４）交通安全功労者、優良運転者等の顕彰事業 

受賞者等の交通安全意欲を高め、交通安全活動のより積極的な推進を図るため、交通安全功労者等の

顕彰を効果的に実施した。(受賞者敬称略) 

実 施 項 目 実 施 概 要 

① 全日本交通安全協

会長表彰 

〇交通安全優良団体(1/17) 十日町砂利採取販売協同組合 

※その他安管関連各種表彰は安全運転管理者部会事業報告に掲載 

② 関東管区警察局長・関東交通安

全協会連合会長連名表彰 

○交通安全功労者(5/19) 1 名 

 優良団体(9/21)   交通安全協会吉田支部 

③ 警察主幹知事表彰 〇11/16 交通安全功労者 1 名 

④ 県警察本部長・県交

通安全協会長連名表

彰 

○優秀運転者(5/11)   

50年表彰   32 名    40 年表彰 59 名 

30年表彰  95 名     20 年表彰 24 名 ※副賞に額を贈呈 

○優良団体(9/21) 交通安全協会仙田支部  同中央支部  

○功労者（9/21） 5名 

⑤警察署長・地区協会

長連名表彰 

○優良運転者 10年表彰支部及び窓口受付分 163名 

○交通安全功労者(4/6)  

  7名 

⑥地区協会長単名 ○いきいきクラブチャレンジ 100 達成賞(３月) 

  達成チームの中から抽選で商品券を贈呈(32チーム) 

⑦行政主体の表彰 ○新潟県知事表彰(9/13)  

  功労者   2名 

○交通安全対策連絡協議会長表彰(9/13)  

優良団体  吉田地区老人クラブ連合会 上野支部 南部支部 

功労者   2名 
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⑧その他表彰 ○令和５年交通死亡事故ゼロ達成記念式典表彰(十日町警察署長表彰) 

 令和６年１月２４日、統計記録の残る昭和４０年以来初めて年間の交通死 

亡事故ゼロを令和５年に達成したことから同式典が開催され、当協会が表彰 

された。 

○年間功労地区協会表彰(交通部長・県安協会長連名表彰) 

  令和５年中の活動が優秀であったことから、３月４日、県交通安全協会理 

事会席上で表彰された｡ 

 

（５）交通安全用品等の普及促進事業 

 実 施 項 目 実 施 概 要 

①夜光反射材等の広

報・斡旋 

○窓口での展示販売 

〇靴用反射シール希望者への頒布 

○令和５年度中のあらゆる交通安全イベントにおいて、参加者に反射靴シール

の貼付活動を行った。(4,000 枚) 

○令和 6年 1月からは、令和 5年中の交通死亡事故ゼロ達成を記念して、「蛍光

反射タスキ」の贈呈活動を行っている。(176本) 

②交通安全関連資料等

無償提供・貸し出し 

○チャイルドシートの貸し出し  141 回 

○資機材の貸出し・提供 

・ 交通安全教育用信号機 3回・交通安全ＤＶＤ 59 本 

○資料の提供 

 各団体、個人の依頼により交通安全資料を提供  86 回 5,621部 

  

 

（６） 地方自治体その他の関係機関・団体の行う交通安全事業に対する協力 

関係機関･団体と連携を図りながら交通事故防止活動を推進するとともに、地域住民のニーズを把握、

共有し、迅速な対応に努めた。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

①各種交通安全対策へ 

の協力 

１．警察署、市町等関係機関と連携した交通事故防止活動の推進 

 ○郡市交通安全対策協議会組織員としての活動 

  十日町警察署・十日町市・津南町と連携した交通安全活動 

○郡市交対協事務担当者会議(三木会)の参加と会議場提供(毎月 1回) 

○地域交通安全活動推進委員(公安委員会任命)活動に協力 

 ○十日町市交通安全対策会議への協力 

 ○通学路安全対策会議への協力 

２．他団体と連携した交通安全活動の実施 

 ○老人クラブ連合会：いきいきクラブチャレンジ１００の参加者募集等 

 ○ライオンズクラブ：交通指導所 

  ○JA十日町：ながら運転禁止広報の交通指導所 

 ○自動車整備協会：交通安全フェア、マイカー点検教室 
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○越後交通・南越後観光：「交通安全運動バスマスク」を掲出した広報活動 

〇南地域自治振興会標語コンクール：交通安全標語の募集と標語看板の掲出 

３．各地区・支部における祭り・行事の協力 

○各種地域行事協力(安全誘導等) 

② 交通事故統計の作

成 

「令和 5年中十日町市・津南町の交通事故」8,400部を作成し、郡市内官公庁・

交通関係団体・学校等に配布したほか、各種講習会などで分析結果を周知した。

(令和 6年 1月配布) 

 

（７） 交通事故防止に関する調査研究事業 

実 施 項 目 実 施 概 要 

①交通事故防止対策に

必要な分析 

〇交通安全協会役員としての知識習得機会の設定 

□会議(理事会・評議員会・支部長会議等)の都度、交通事故発生状況及び交 

通安全活動推進方策について十日町警察署交通課長の講話を実施 

□地域住民の道路交通法等照会に対応するため、関係資料を役員へ配布 

②各種会議・研修会へ

の参加 

１．新潟県交通安全協会等主催の会議・研修会 

 〇県下女性部長研修（10/27）  〇県下事務局長会議(4/27、9/11) 

〇正副会長、運営委員合同会議（5/22・2/24）○県下調査員会議(4/27) 

○理事会(5/26)  ○評議員会(6/16) 

２．新潟県･新潟県警察主催の研修会等 

 ○免許事務担当者オンライン会議(9/7)  

 ○県警交通企画課の立ち入り検査(11/21) 

３．十日町警察署・十日町市主催の会議等 

 ○郡市交対協総会(6/5)  担当者会議(毎月 1 回)   

○十日町市交通対策会議(書面会議) 

 ○十日町市・交通指導隊合同意見交換会(2/22) 

４．その他会議 

〇十日町市通学路交通安全推進会議(8/4) 

○十日町雪まつり実行委員会会議 

○中越ブロック交通安全協会職員会議(6/10) 

○法人会主催総務研修会ほかインボイス関連講習受講 

○防火管理者研修 

 

（８） 交通事故相談事業 

地域住民の悩みごとを解消するため、随時、相談に対応した。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

交通事故等相談 １．交通事故相談 

○会員等の交通事故相談照会に対応、状況により専門機関の県相談所を紹介 

２．運転免許取得及び返納等にかかる運転適性相談 

○認知症、癲癇またはアルコール依存症等に係る悩み事相談への対応 
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３．安全施設道路に係る相談 

○カーブミラー、信号機等の相談に対応 

２．交通安全に関する受託事業及び関連事業 （公益事業２） 

交通の安全と円滑の確保に寄与するため、新潟県の委託による運転免許及び自動車保管場所確保に 

関する事業を適切に実施するとともに、これらの事業に関連して免許更新等の利便を図るため、以下

の事業を実施した。 

 

（１）新潟県の委託を受けて行う事業  

 実 施 項 目 実 施 概 要 

① 運転免許事務補助 

 

○交通センター窓口取扱数    

 更 新 5,721 件   再交付 21件   記 載  1,101 件    

○令和 5年 2月導入の免許システムの職員操作習熟研修 

②更新時講習 ○優良運転者等講習 

 □更新申請者中 2,984人に対し、優良運転者等講習実施 

 □一口講習として管内の事故状況、交通安全運動等の情報をチラシにまと

め、更新者全員に資料として配布した。 

□優良講習用ＤＶＤを作成し、道交法改正等に対応した。 

○一般運転者講習 

□更新申請者中、303人に対し一般運転者講習を実施 

③違反者講習 ○社会参加活動選択コース 対象無し 

    

④原付講習 ○公安委員会認定の原付講習指導員による講習  

   受講者    65人    指導員延べ 20 人出動 

⑤自動車保管場所証明事

務 

○車庫調査     2,148件 ○車庫調査事務補助 2,153 件  

○道路使用調査    325 件    

⑥免許証郵送業務 ○免許更新時、後日交付の新免許証の郵送を希望する方に郵送業務を実施

(927件) 

⑦新型コロナウイルスに

関する対応 

○コロナウイルス変異株による地域感染の継続に伴う感染予防対策の継続 

 

 

（２）新潟県収入証紙売りさばき事業   

 

 実 施 項 目 実 施 概 要 

新潟県収入証紙売りさば 

き事業 

○取扱証紙  22,965,560 円 
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３．その他の事業 （収益事業） 

（１）運転免許更新者等に対する証明写真の撮影に関する事業 

免許証更新申請者及び免許証再交付申請者の利便を図るため、運転免許証申請写真の撮影を行った。 

 

 実 施 項 目 実 施 概 要 

写真撮影事業 〇運転免許申請にかかる写真撮影事業 5,347 件 

４．理事会、評議員会、役員会議の開催 

当協会の適正な運営及び効果的な交通安全活動の展開を図るための協議･検討を行うため、必要な会議

を開催した。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

① 理事会 〇地区協会理事会 

5/17  議題    

第 1 号議案  令和４度事業報告について 

第 2 号議案  令和 4 年度決算書について 

        ・貸借対照表(内訳書を含む) 

        ・正味財産増減計算書(内訳書を含む) 

        ・財産目録及び付属明細書 

第 3 号議案  理事の選考及び部会長の選任について 

第 4 号議案  参与の委嘱について 

 3/12 議題 

    第 1 号議案  令和 6 年度 事業計画(案)について 

第 2 号議案  令和 6 年度 収支予算書(案)について 

第３号議案  常勤理事の月額報酬について 

第 4 号議案  資金調達及び設備投資の見込みについて 

第 5 号議案  「交通センター建設資産」の積立について 

第 6 号議案  定時評議員会の開催について 

②評議員会 ○地区協会評議員会   

６/2 議題 

第1号議案   令和4年度決算書(案)貸借対照表及び正味財産

増減計算書及び付属明細書並びに財産目録の

承認について 

第 2号議案   評議員の辞任及び選任(案)について 

第 3号議案   理事の選任(案)について 

③正副会長会議 ○正副会長会議(5/11、5/17、6/21、9/8、9/21、1/24 、3/12) 

④支部長会議 ○支部長会議(6/2、9/8、11/22、3/12) 

⑤女性部長会議 ○女性部長会議(9/15) 

⑥二輪車安全運転指導員会議 ○二輪車部会指導員会議(11/17) 
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⑦安全運転管理者部会会議 ○評議員会(6/9、3/19)  ○班長会議(8/3、12/12) 

○執行部役員会議 (5/12、8/2、2/7)  

⑧会計監査委員会 ○会計監査(5/8 ) 

５．組織･財政基盤の強化事業 

地域に密着した組織である支部の活性化を図るため、支部役員の後継者の育成を図り、地域住民の目

に見え、かつ共感を得られる活動を推進した。 

加えて、当協会の人的･財政的基盤である会員を確保するため、住民の理解と協力を得られる活動を展

開するとともに、明るく親切な窓口対応、迅速・的確な事務処理など適正な窓口業務の推進に努めた。 

実 施 項 目 実 施 概 要 

①会員確保対策と会費 

集金作業 

○免許証ケース、標語入りゴミ袋、標語入りウエットテッシュの贈呈 

○更新時の優秀優良運転者表彰(10年～50年)全対象者への積極的な案内、受付   

○運転者表彰申請用運転記録証明書手数料負担 

○入院見舞金制度の周知・利用 

○交通安全資料及び靴反射シールの無償提供   

○高齢者マークの贈呈        

○チャイルドシートの貸出し 

○支部役員の協力による車両会費の集金作業  

○協会費の税額控除(R5.5.7～R105.6)申請 

○令和６年度のキャッシュレスシステム導入に伴う協会費の納入方法の検討 

②会員管理システム ○パソコンによる会員管理システムの運用 

○会員データの情報管理 

○会員証の発行 

③施設等の保守・整備 ○定期的な交通センター建物の管理 

  ・セキュリティシステム、空調設備、防災設備の保守、建物定期検査 

○警察庁舎移転に伴う対策 

  ・県警本部より移転説明 

  ・燕警察署庁舎視察 

  ・正副会長会議での検討 

  ・県警装備施設課へ要望書の提出 

○施設・備品の新設等 

  ・会計ソフトの入替と給与ソフトの導入 

④役員連絡体制の活 

 用 

○ＦＡＸ及びパソコンメールを活用した迅速な連絡体制促進 

○役員だより発出による、重要事項や連絡事項の周知徹底 

⑤助成金の受入れ等 ○育児休業の助成金を申請し協会運営に活用 

 


